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書

評

若
越
を
ひ
ら
い
た
人
た
ち

東
洋
書
院
刊

A

5
判

定
価
一
、
八

O
O
円

人
聞
が
歴
史
を
つ
く
り
、
歴
史
は
人
間
を
つ

く
る
と
い
わ
れ
る
。
本
書
は
ま
さ
に
若
越
の
郷

土
を
ひ
ら
い
た
著
名
な
人
物
群
像
に
照
明
を
当

青
山
晴
男
著

三
五
七
ペ
ー
ジ

て
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
き
い
て
き
ょ
う
土

の
あ
け
ほ
の
、
二
、
国
府
が
あ
っ
た
こ
ろ
、
三
、

武
士
が
争
っ
た
こ
ろ
、
四
、
藩
政
の
こ
ろ
、
五
、

幕
末
の
こ
ろ
、
六
、
き
ょ
う
土
百
年
の
礎
、
と

六
つ
の
時
代
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
治
・

社
会
・
文
化
的
背
景
を
展
望
し
た
の
ち
、
全
体

で
三

O
余
名
の
人
間
像
を
、
史
実
に
即
し
な
が

ら
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
伝
承
を
交
え
て
、
大
変
興
味

深
く
描
き
出
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
「
藩
政
の
こ
ろ
」
で
は
、
一
、
名
作

を
の
こ
し
た
越
前
の
美
術
工
芸
家
と
し
て
、
浮

世
絵
の
元
祖
寸
岩
佐
又
兵
衛
」
、
刀
工
の
名
人

「
下
坂
康
継
」
、
武
具
の
名
工
「
明
珍
吉
久
」
、
二
、

若
狭
農
民
に
殉
じ
た
「
松
木
庄
左
衛
門
」
、
三
、

浦
見
川
を
ひ
ら
い
た
「
行
方
久
兵
衛
」
、
四
、
月

が
瀬
用
水
を
ひ
ら
い
た
「
上
島
重
平
」
、
五
、
新

し
い
学
聞
の
道
を
聞
い
た
若
狭
の
学
者
に
は
、

洋
医
学
を
聞
い
た
「
杉
田
玄
白
」
、
国
学
研
究
に

新
学
風
を
お
こ
し
た
「
伴
信
友
」
、
国
語
学
研
究

に
新
し
い
道
を
聞
い
た
「
妙
玄
寺
義
門
」
を
取

り
あ
げ
、
六
、
天
保
の
飢
鍾
と
「
大
井
帯
万
」

な
ど
、
計
一

O
名
の
人
物
が
み
ら
れ
る
。

県
下
で
は
す
で
に
郷
土
の
人
物
に
つ
い
て
の
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数
々
の
著
述
が
あ
る
が
、
古
代
か
ら
近
代
に
至

る
著
名
な
人
物
を
一
本
に
ま
と
め
、
し
か
も
極

め
て
平
易
で
か
つ
啓
発
的
に
叙
述
し
た
も
の
と

し
て
は
、
ま
さ
に
画
期
的
な
も
の
と
言
え
よ
う
。

日
本
の
歴
史
全
体
の
流
れ
の
な
か
で
、
郷
土
の

再
発
見
が
強
く
呼
ば
れ
て
い
る
折
か
ら
、
一
般

の
読
者
は
も
ち
ろ
ん
、
小
学
校
、
中
学
校
の
教

材
と
し
て
、
ま
た
こ
れ
ら
生
徒
の
読
物
と
し
て
、

は
な
は
だ
時
宜
を
得
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
著
者
は
、
か
つ
て
中
学
校
長
と
し
て
在

職
中
は
、
福
井
県
社
会
科
研
究
協
議
会
長
を
つ

と
め
る
な
ど
、
本
県
の
社
会
科
教
育
の
発
展
に

尽
力
す
る
と
こ
ろ
が
、
極
め
て
大
き
く
、
ま
た

社
会
科
副
読
本
や
郷
土
資
料
等
の
編
集
に
も
優

れ
た
業
績
を
あ
げ
て
い
る
。

(
三
上
一
夫
記
)
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